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回平成11年11月15日

結
核
が
増
え
て
い
ま
す

今
ま
で
の
薬
に
抵
抗
力
を
持

っ
た
結
核
菌
の
出
現
な
ど
で
、

結
核
患
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

二
週
間
以
上
、
せ
き
が
止
ま

ら
な
い
な
ど
の
症
状
が
で
た
う
、

す
ぐ
に
、
医
師
の
診
察
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

広
お
、
市
で
は
、
無
料
の
結

鞍
健
康
診
断
(
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮

影
)
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ご

希
望
の
方
は
、
直
接
、
検
診
会

場
へ
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

マ
日
程

左
表
の
と
お
り

マ
受
け
付
け
時
間

午
前
8
時

加
分
i
H時
却
分
、
午
後
1
時

結核健康診断の日程

実施日 | 会場

11月25日(木)1日本たばこ産業

12月11日(土)1保健センター

12年1月21日(金)¥ " 

2月14日(月)1 " 
2月26日(土)

1
2時

お
問
い
合
わ
せ
は
、

健
庸
課

(
内
線
2
2
6
0
)
へ。

お
い
し
く
食
べ
よ
う

グ
ル
メ
は
歯
か
う

口
の
健
康
に
対
す
る
知
識
と

予
防
法
に
つ
い
て
歯
科
医
師
が

お
話
し
し
ま
す
。

マ
日
時

日
月
初
日
(
火
)
午
後

1
時
加
分
5
2時
羽
分

マ
会
場

保
健
セ
ン
タ
ー

マ
持
ち
物

箆
記
用
具
、
健
康

手
帳

マ
締
め
切
り
刊
月
初
日
(
金
)

お
申
し
込
み
は
、

保
健
セ
ン

タ
ー

(宮
M
1
0
3
1
1
)
へ。

体
験
教
室
「
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
を
減
-b
す
た
め
に
」

内
容
は
、
調
理
実
習
と
栄
盤

士
に
よ
る
講
話
で
す
。

" 
マ
日
時

日
月
白
日
(
金
)
午
前

叩
時
1
午
後
2
時

マ
会
場

保
健
セ
ン
タ
ー

マ
持
ち
物

三
角
布
、
エ
プ
ロ

ン
、
ふ
き
ん

マ
材
料
費

抑
円

マ
締
め
切
り

け
月
四
日
(
金
)

お
申
し
込
み
は
、

保
健
セ
ン

タ
ー

(宮
剖
1
0
3
1
1
)
へ。

[あたたかいぷ内]
1 

3世敬称Ia:省筋させていただきます ""，，，，' 1. ・圃圃~If明V

・社会福祉基金 地域福祉やボランティアの助成主主ど

に使われます。お問い合わせは、 社会 福 祉 協部会

(:a33-2333)へ。

[>湖南競輪従業員労働組合 56.339円、機崎輝夫 2.000
円、九条一也 30.000円、福祉芸能の集い実行餐員会

206.073円、藤本会計事務所一同 5.000円、皆川妙子

3.691円、へいあん社員一同 500.000円、成田昇 10.000
円、市橋プロモーション浅香光代劇団 200.000円、花水

第一水曜会募金箱 3.482円、領祉芸能チャリティ公演

突行餐員会市川流 283.127円、JA湘南神田支所ふれあ

いまつり実行委員会 15.000円、沼田光懸賞賢次 3.000
円、全関東空手i首選手権大会実行委員会 100目000円、世

界心道教平塚教会 10.000円、神奈川県宅地建物取引撲

協会湘南中支部 800.000円、匿名 (6件)27.600円

ウ
ォ

l
キ
ン
グ
の

体
験
教
室

腰
や
ひ
ざ
の
痛
み
の
予
防
に

つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

マ
日
時

日
月
四
日
(
月
)
午
後

1
時
泊
分
1
午
後
3
時
加
分

マ
会
場

保
健
セ
ン
タ
ー

マ
持
ち
物

運
動
し
や
す
い
服

装
、
運
動
靴
、
タ
オ
ル

マ
締
め
切
り

刊
月
四
日
(
金
)

お
申
し
込
み
は
、
保
健
セ
ン

タ
ー

(g
M
|
0
3
1
1
)
へ。

女
性
の
た
め
の
健
康
講
座

内
容
は
、
「
更
年
期
の
肥
満
と

食
事
、
運
動
の
ポ
イ
ン
ト
」
で
す
。

マ
日
時

ロ
月
7
日
(
火
)
午
後

3
時
泊
分
1
5時

マ
会
場

市
民
病
院

お
申
し
込
み
は
、

市
民
病
院

婦
人
科
外
来
(
北
棟
二
階
)
で
直

接
予
約
す
る
か
、
午
後
二
時
か

う
四
時
三
十
分
ま
で
の
聞
に
電

話
で
同
科
(
宮
犯
l
o
o
1
5

内
線
2
2
1
8
)
へ。

健
康
講
座
「
糖
原
病
」

糖
尿
病
の
運
動
療
法
と
食
事

療
法
に
つ
い
て
医
師
が
お
話
し

し
ま
す
。
申
込
不
要

マ
日
時

日
月
白
日
(
木
)
午
後

[>杉山陽風 200.000円、匿名(1件)- 児童福祉へ

1.0∞ 円

-交通遺児へ [>平塚帯会みこし 60.715円、交通安全

協会八幡支部母の会連絡協協会八幡地区 18.216円

d恥みどり基金 緑化団体の助成などに使われます。お

問い合わせは、 みどり公園鶴 (内線2591)へ。

[>フリーマーケッ ト出庖者一同 104.000円、フレンド

υードッグクラブ 10.000円
比L上9月受け付け分 一-一-一一ー"

2
時
泊
分
5
4時

マ
会
場

済
生
会
平
塚
病
院

マ
持
ち
物

動
き
や
す
い
服

お
問
い
合
わ
せ
は
、

済
生
会

平
場
病
院

(包
引
|
0
5
2
0

内
線
2
5
0
4
)
へ。

慢
性
呼
阪
不
全
の
講
演
会

慢
性
呼
眠
不
全
に
つ
い
て
医

師
が
お
話
し
し
ま
す
。

マ
日

時

児

月
3
日
(
金
)
午
後

3
時
1
4時
加
分

マ
会
場

平
塚
共
済
病
院

お
申
し
込
み
は
、

平
場
共
済

病
院
医
事
課

(宮
詑
l
1
9
5

0
内
線
2
1
0
)
へ。

ひ
と
り
親
家
庭
の

医
療
費
助
成
の
現
況
届
を

離
婚
や
死
亡
に
よ
り
、
ひ
と

り
親
家
庭
と
な
っ
た
父
ま
た
は

母
と
児
量
の
医
療
買
を
助
成
し

て
い
ま
す
。
(
所
得
制
限
が
あ

り
ま
す
)

現
在
、
助
成
を
受
け
て
い
る

方
(
児
童
扶
聾
手
当
を
受
け
て

い
る
方
は
除
く
)
は
、
十
一
月

十
六
日
(
火
)
か
う
三
十
日
(
火
)

ま
で
の
間
に
現
況
届
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※
必
要
な
も
の
を
事
前
に
児
童

福
祉
課
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い

や文化振興基金 芸術文化事業の実施や市民の創造的

な文化活動の助成などに使われます。お問い合わせId:，

文化行政推進室 (n32-2235市民センター内〉へ。

じ〉竹遊会 8.528円、平塚ステーションビル 365.730円
以上9月19日-10月1日受け付け分
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ミ喜 吉 t(J要介護 認 定 の 結 果 に 不 服 が あ る 場 合 は 、 ど4

卒 、.ー の よ う に す れ ば よ い で し ょ う か。 +

t ̂ 認定結果に不服や疑問がある場合には、ます、 ?

よ 口 市の介護保険推進室(市役所東附属庁舎2階)十

+へと相 談ください 。 そ こ で 、 認 定 に 至 っ た 過程を +

+説明します。その説明でも納得できない場合には、+

?県に設 置される「 介 護 保 険 審 査 会 」 に 審 査 請 求 す る ?

ふことができます。 t
+ 芯お 、認定は、全国統一の調査票による訪問調査+

+と主治医 の 意 見 警 な ど を も と に 、 介護認定審査会争

T (保健 -福祉 医療の専門家で構成)が審査判定 I
空ぉ器言書盟百季刊首会話百会話百会53し、その結果に基づいて市が実施します。 4 
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ヂ当思 11均思11長キ11会 ?11席ヤ11雲 手 +女要介護認定申請の受け付け<11月 15日-12月 24日〉 争

2ゎ月 棋 、月 l後月午月午月ざ ? -81歳 -83歳 11月 15日-11月 26日 ? 
3 せ 21大 雨 20ル 3 19 世 19 位 19 い 令 78歳 80歳 ...11月29日-12月 10自 宅
3 は 日 会 天日 大 時日 2 日 3 因 。 + . ~~~~-

21 、会 i 時 1 時 [ + .75歳 -77歳ー一12月 13日-12月24日

三重 富 田富 自 努自 習 f ※年齢の高い順に受け付けています f 
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募
金
箱
を
貸
し
出
し
ま
す

飲
食
庖
や
事
業
所
な
ど
戸

金
箱
を
貸
し
出
し
て
い
ま
す

募
金
箱
は
年
一
回
開
封
'

社
会
福
祉
基
金
に
寄
付
を
お

い
し
て
い
ま
す
。

募
金
箱
の
設
置
に
ご
協
力

た
だ
け
る
方
や
募
金
箱
を
設

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
方
で

号
登
録
の
手
続
き
が
お
済
み

-スポーツ振興基金 スポーツの講習会、スポーツ団

体の助成忽どに使われます。お問い合わせは、スポー

ツ娠興財団(:a35ー0102)へ。

じ〉極真会館西国道場 100.000円、平塚若松部屋を愛す

る会 148.900円、高砂香料第2工場水泳部 5.000円
ランナーズ噌ウェルネス 2.937円、平塚ママさんバレ

ーポーJレ協会 26.000円、平塚市料理飲食業組合連合

会100.000円、匿名 (4件) 366.551円
以上4月-9月受け付け分

日

+献血ありがとう-10月の献血実施協力事業所

わ東海大学湘南校舎、神奈川大学平塚キャンパス、

産車体、パイロット、関西ペイント、高砂香料 。募願円

芯
い
方
は
、

社
会
福
祉
協
議
会

(宮
田
1
2
3
3
3
)
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

で番置い

福
祉
会
館
ま
つ
り

十
一
月
十
九
日
(
金
)
か
ら
二

十
一
日
(
臼
)
ま
で
、
福
祉
会
館

(ゲ
ー
ト
ポ
l
ル
は
浅
間
緑
地
)

で
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
方
が

日
ご
ろ
の
サ
ー
ク
ル
活
動
の
成

果
を
発
表
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お

社会福粧を考えるつどい'99
社会福祉功労者の表彰と福松講演会

永年にわたり、社会福祉に功績があった方を

たたえる式典とラジオの人気アナウンサ一大沢

悠里さんの講演会を聞きます。入場無料

。期日

11月21日(日)

.時間

午後1時~表彰式

午後1時50分~講演会

.会場

中央公民館

.問い合わせ先

社会福祉協議会

(怨33-2333)

平成11年度は青少年健全育成の年

考えよう!おとなの役割 地繊のちから
地域ぐるみで、青少年健全育成に取り組もう

一 _....f.. 
7ニー一ぷ3七日布尽のI~~\

'L:'プLCaet-zHnプ寸F

国

花水地区 (9/3) と出村地区 (9/16)で r21世 紀 を 担 う 背 少 年 の た め に 今 何

をすべきか』 をテーマに 「まちづくり市民のつどい」が地域の主催で開催さ

オ1ました。

「多くの人の目で子どもたちを見守

ることが大切Jr地域の子どもたちの親

という訟識が大切Jなど参加した方キ

(それそrれ約150人) から多くの意見があ

りました。

これらの意見を今後の行少年健全育

成活動に役立てていきます。

「むをう)おま蹴WttJ空き〉献〉抗

放 火 が 原 因 と 思 わ れ る 火 災 は、年々増加しています。平成10年には、市内で47件(前

年 度+19件)発生しました。放火による火災を防ぐために次のことに注意しましょう。

① 家のまわりに新聞紙など燃えやすいもの を置かない②空き家は、戸締まりをして外

か 5侵入でき芯いように管理する③ごみは 指定された自に出す④隣近所で注意しあう

放火を防ぐ 4つの心得
。問い合わせ先 嘗備課(内線2619)



@ 
平爆市役所 〒254・8686浅間町9-1

n23・1111・35-1111

@ 
-
び
わ
「
森
の
歳
末
祭
」

び
わ
青
少
年
の
家
で
、
っ
き

た
て
の
お
餅
を
食
べ
な
が
ら
、

一
足
早
い
ク
リ
ス
マ
ス
を
楽
し

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

マ
日
時

ロ
月
5
日
(
日
)
午
前

9
時
加
分
1
午
後
3
時

マ
対
象

小
・
中
学
生
と
そ
の

保
護
者
印
人

マ
参
加
費

問
円

マ
申
込
方
法

参
加
費
を
添
え

て
、
直
接
青
少
年
会
館
(
浅
間

町
ロ
|
引
)
へ

マ
受
け
付
け
期
間

日
月
白
日

(
土
)
か
ら
先
詰
順
、
日
月
白
日

(月)・

回
目
(
水
)
は
休
み

マ
受
け
付
け
時
間

午
前
9
時

1
午
後
5
時

お
問
い
合
わ
せ
は
、
青
少
年

会
館

(宮
詑
|

7
0
2
9
)
へ
。

.
み
ん
な
で
楽
し
も
う
会

世
界
各
国
の
音
楽
や
ダ
ン
ス

を
楽
し
み
広
が
ら
外
国
人
と
交

流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

マ
日
時

ロ
月
5
日
(
日
)
午
後

5
時
1
7
時
加
分

マ
会
場
中
央
公
民
館

マ
参
加
費

一
千
円

マ
定
員
制
人
(
先
詰
順
)

お
申
し
込
み
は
、

交
流
親
善

課

(宮
缶
1
2
5
2
0
)
へ
。

.
緑
化
コ
ン
ク
ー
ル
・
ポ
ス
タ

ー
、
標
語
の
入
賞
者
決
ま
る

「
花
と
み
ど
り
の
ま
ち
づ
く
り
」

へ
の
参
加
窓
識
を
盛
り
上
げ
よ

う
と
、
ポ
ス
タ
ー
と
標
語
を
募

集
し
ま
し
た
。

主
な
入
賞
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。
(
敬
称
略
)

一
緑
化
ポ
ス
タ
ー
一

ム
H
小
学
校
低
学
年
の
部
金
賞

・
青
木
慧
(
中
原
小
1
年
)

ム
H
小
学
校
高
学
年
の
部
金
賞

・
柳
下
寮
香
(
港
小
5
年
)

食
中
学
校
の
部
金
賞

・
近
藤
麻
耶
(
浜
岳
中
1
年
)

{
緑
化
標
語
}

人

H
最
優
秀
賞

「地
球
は
僕
ら

の
友
達
で
僕
ら
は
緑
の
サ
ポ
l

タ
l
」
鈴
木
淳
平
(
旭
小
6
年
)

第659号 (1日・ 15日発行)

日.:
・:・
:
.…
午
後
五
時
く
う

!

1

・

日・::・

1
.…い
に
な
る
と
歩
道

も
暗
く
忽
っ
て
い
ま
す
。
買

い
物
の
帰
り
道
に
防
犯
灯
が

あ
る
と
心
強
い
も
の
で
す
が
、

点
灯
し
て
い
芯
い
防
犯
灯
を

見
つ
け
た
-
b
ど
う
し
た
5
よ

い
で
し
ょ
う
か
。
(
岩
橋
幸

枝
さ
ん

e

田
村
)

広報ひ5っか圃

青木慧く んの作品

-
入
日
お
め
で
と
う
!
宵
少
年

各
種
コ
ン
ク
ー
ル
の
結
果

家
庭
の
大
切
さ
な
ど
を
考
え

て
も
ら
お
う
と
「
あ
か
る
い
家

庭
写
真
」
「
少
年
の
主
張
作
文
」

「
宵
少
年
健
全
育
成
の
提
案
作

文
」
を
蒜
集
し
ま
し
た
。

主
な
入
賞
者
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。
(
敬
称
略
)

※
応
募
写
真
(
全
日
点
)
は
、

円
月
四
白
川
自
に
開
催
す
る

青
少
年
健
全
育
成
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
会
場
(
中
央
公
民
館
)
に
展
示

し
、
そ
の
後
日
月
辺
白
か
ら
お

日
ま
で
市
役
所
1
階
市
民
ホ
ー

ル
に
展
示
し
ま
す
。

ま
た
、
最
優
秀
賞
受
賞
作
文

は
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
閉
読
発
表

し
ま
す
。

一
あ
か
る
い
家
庭
写
真
}

食
最
優
秀
賞

E

「
ぼ
く
も
お
手
伝
い
」
志
村

好
英
(
中
原
小
4
年
)

一
少
年
の
主
張
作
文
}

マ
小
学
生
の
部

会
最
優
秀
賞

「
物
を
大
切
に
す
る
と
い
う

点
灯
し
て
い
な
い
防
犯
灯
を

見
つ
け
た
ら
?

…
防
犯
灯
は
、
道

…お
答
え
日・・・…路

の
通
仔
控
や
周

辺
の
状
況
に
よ
り
、
市
と
自

治
会
・
町
内
会
が
設
置
し
て

い
ま
す
A
市
・
-
-
約
五
千
灯
、
自

治
会
町
内
会
:
約
七
千
灯
)

市
の
防
犯
灯
に
は
、
平
塚

市
の
名
称
と
番
号
(
写
真
参

照
)
が
あ
り
ま
す
の
で
、
点

11月納期の市税・手数料
.対象税芯ど

-固定資産税 傍~4縛3

・国民健康保険税 舘 6腕
・国民年金保険料 傍著8胸

・清掃し尿従畳手数料 傍事8賜
ー公共下水道使用料 備 8賜

. 納 期最終日 11月30日(火)

志村好英さんの作品

事
」
清
田
晃
央
(
旭
小
5
年
)

マ
中
学
生
の
部

会
最
優
秀
賞

・
「
ま
ず
、
自
分
か
う
」
鈴
木

真
紀
子
(
金
目
中
3
年
)

{
青
少
年
健
全
育
成
提
案
作
文
}

食
最
優
秀
賞

・
「
引
世
紀
の
小
さ
な
子
供
の

大
き
芯
役
割
」
粛
藤
美
代
子

(
真
土
・
一
般
)

A
V
助
産
婦
、
臨
床
工
学
技
師
を

募
集
し
ま
す

市
の
機
関
に
勤
務
す
る
助
産

婦
と
臨
床
士
学
技
師
を
募
集
し

ま
す
。

マ
対
象

・
助
産
婦
・
:
昭
和
制
年
4
月
2

日
以
降
に
生
ま
れ
、
助
産
婦
の

資
格
が
あ
る
人
、
ま
た
は
平
成

百
年
3
月
ま
で
に
資
格
を
取
得

す
る
見
込
み
の
人

・
臨
床
工
学
技
師
;
昭
和
相
年

4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
、
臨

灯
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、

そ
の
番
号
を
市
民
活
動
推
進

課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
自
治
会
-
町
内
会

が
管
理
し
て
い
る
防
犯
灯
は
、

そ
の
自
治
会
町
内
会
へ
と

連
絡
く
だ
さ
い
。
夜
間
通
行

す
る
人
の
安
全
の
確
保
と
犯

罪
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
犯
灯

を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

市
民

活
動
推
進
課
(
内
線
2
2
6

3
)
へ。

|お譲りしますlIIi竺土竺竺旦限定問l
ご家庭の不用品を再

デビューさせませんか。

女譲ってください

子ども服、チャイルド

シート、 B型ベビーカー、

ベビーベッド、製図台、

工業用ミシニ人留守番電

話(子機付き)、茶道具、

卓球台、ガスレンジ(プ

ロパン用)、自転車(男

の子用24インチ)

τた錦ります ①有料 テーブル付き歩行器、ス

トーブ、ルームランナー、ガスレンジ(都市ガ

ス用)、自転車(女の子用24インチ)

②無料 三輪車、ベビー布団、テーブル、イス、

掛け敷き布団、ポータブルミシン、エレクトー

ン、百科事典

。不用品の登録やあっせんは、電話芯どでお受

けします(先哲)1院)。受け付けは、土・回目翠目、

祝日を除く午前8時30分から午後5時までです。

交渉は当事者同士でお願いします。登録は 3
か月間有効

1>問い合わせ先 市民活動推進謀(内線2263)

床
工
学
技
師
の
資
格
が
あ
る
人
、

ま
た
は
平
成
百
年
3
月
ま
で
に

琵
成
施
設
な
ど
を
卒
業
す
る
見

込
み
で
、
資
格
を
取
得
す
る
見

込
み
の
人

マ
募
集
人
数

各
1
人

マ
申
込
方
法

職
員
課
(
市
役

所
3
階
)
な
ど
で
お
配
り
す
る

「
受
験
申
込
書
」
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
日
月
白
日
(
水
)
ま

で
に
本
人
が
直
接
同
課
へ
。

マ
受
け
付
け
時
間

午
前
8
時

泊
分
3
5
時
(
土
日
曜
日
、

祝
日
は
除
く
)

マ
第
1
次
試
験
日

目
月
4
日

(
土
)お

問
い
合
わ
せ
は
、

職
員
課

(宮
引
|
8
7
6
2
)
へ
。

av
い
け
が
き
を
作
る
方
へ

災
害
防
止
と
み
ど
り
豊
か
な

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
基
準
に

沿
っ
た
い
け
が
き
を
つ
く
る
方

に
そ
の
経
費
の
一
部
を
補
助
し

て
い
ま
す
。

い
け
が
き
を
作
る
前
に
、

み

ど
り
公
園
課
(
内
線
2
5
9
1
)

へ
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

・
人
権
週
間
に
「
特
別
人
権
相

談
会
」
を
開
催
し
ま
す

十
二
月
四
日
か
う
十
日
ま
で

の
人
権
週
間
に
あ
わ
せ
、
特
別

人
権
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

家
庭
内

・
隣
近
所
の
も
め
ご

海
大
学
教
育
研
究
所
教
授
)

お
問
い
合
わ
せ
は
、

福
祉
政

策
課

(
内
線
2
1
4
8
)
へ
。

と
、
高
齢
者
の
福
祉
相
談
な
ど
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

マ
日
時

間
ば
月
7
日
(
火
)
午
後

1
時
1
4
時

マ
会
場

市
役
所

B
会
議
室

(
東
附
属
庁
舎
2
階
)
九
月
二
十
四
日
に
行
わ
れ
た

マ
相
談
員
人
権
擁
護
委
員
、
監
査
に
つ
い
て
、
監
査
委
員
小

民
生
委
員
・
兜
誼
委
員
山
稔
氏
、
小
宮
腐
司
氏
、
高
梨

お
問
い
合
わ
せ
は
、

市
民
活

孝
治
氏
、
陶
山
豊
彦
氏
か
ら
報

動
推
進
課
(
内
線
2
2
9
3
)
へ
。
告
が
あ
り
ま
し
た
。

・
人
権
講
演
会
「
差
別
表
現
を

一
監
査
の
対
象
お
よ
び
結
果
}

考
え
る
」

A'定
期
監
査

(
平
成
旧
年
度
の

「
差
別
表
現
を
考
え
る
」
を
テ
予
算
の
執
行
芯
ど
財
務
に
闘
す

ー
マ
に
人
権
講
演
会
を
聞
き
ま
る
事
務
)

す

。

参

加

自

由

マ

事

業

課

、

産

業

推

進

謀

、

工

マ
日
時

児
月
9
日
(
木
)
午
後
柴
労
政
謀
、
商
業
観
光
謀

・収

1

時

加

分

1

4

時

入

事

務

、

支

出

事

務

の

執

行

に

マ
会
場

教

育

会

館

つ

い

て

は

、

良

好

に

行

わ

れ

て

マ
講
師

今
野
敏
彦
さ
ん
(
東

い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
た

γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ

監
査
の
結
果

一
d
1
b
i
d
-
V
1
3
コ9
1
h
r

2
時
間
演

マ
会
場

市
民
セ
ン
タ
ー

マ
曲
目

平
憲
市
歌
、
ベ
ー
ト

ー
ベ
ン
・
交
響
曲
第
5
番

「運

ム
巴
な
ど

マ
入
場
料

二
千
回
全
席
指
定
)

マ
前
売
り

市
民
セ
ン
タ
ー
ほ

か
で
発
売
中

お
問
い
合
わ
せ
は
、

文
化
財

団

(宮
担
|

2
2
3
5
市
民
セ

ン
タ
ー
内
)
へ
。

マヤ玖〈
日 |磨&平
時 コさ塚

ンん市
1サを歌
月|迎の
30ト え作
日を、曲

宵嬰芸者
一 一・.

2正室了
後九イ

宝くじコンザート in平嫁

オーケストラ市民合帽回の響宴
フォーレ「レクイエム」

J切ログs鵠 E鑓関関窃
11月23日(祝)1平塚競技場115: OOK 

神奈川フィルハーモニー管弦楽団

の演奏と平塚合唱述即』のすてきな歌

声をぜひ、お楽しみ ください0.日 時 2月6U(円)午後2時間泌・

4砂会場市民センター

4砂幽 目 ウェーパー/祝典序LlJ:1作

品59、フォーレ/iレクイ

エム」作品48など

2.000円(全席自由)

市kセンタ一、ヤンレイレコード(ラスカ5F)、稲Je毘楽

器ι旬、ヨネザワ楽総で発売中

. 問 い 合 わ せ 先 文 化 財 団 (n32-2235ili民センター内)

.入場料

.前売り

鏑 剛
vs 

鹿島アントラーズ
1>チ ケット販 売所 ペルマーレクラブショップ

大ヰIII)吉、総合公岡管理事務所、サクラ杵庖各

庖、梅昆など

1>前 売 り料 金 S指 定3.600円、プロック大人

2.700円、ブロ ック小中学生1.000円、立ち見大

人1.800円、立ち.r.!.小中学生500円

冬は、歳末で交通蜜が掴えるうえ、上空の暖気と地表の冷気の境目に、地衰の汚れた

空気を閉じこめる居ができやすく、 1年で最も大気が汚れます。車に乗るときには、

次のことに注意しましょう。①アイドリングス トップ②空ぶかしを しない③急発進

急加速をしたEい④不要な荷物を載せ忽 い⑤計画的な ドライブ⑥定期的以点検整備

できるととかうはじめよう

アイドリングストップ
。問い合わせ先環境政策課 (内線2659)
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-v山
由
緒
栗
ち
ゃ
ん

平
成
円
年
1
月
2
日
生
ま
れ

(新
町
)

く
れ
8

・v
滝
田
紅
葉
ち
ゃ
ん

平
成
日
年
2
月
四
日
生
ま
れ

(
横
内
)

a
a
 

・

柏
木
陸
ち
ゃ
ん

平
成
円
年
2
月
引
日
生
ま
れ

(田
村
)
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の
モ

第659号 (1日・15日発行)

ち ゃん
康 メ

広報ひ5っか

赤
健

• 
く時司'

ゃんのステージ」係(〒 254-
8686浅間町9・1)へ。対象は市内
にお住まいの1歳未満の赤ちゃ

ん。締め切りは前月の20目。今
回の応募は41人。

赤ちゃ九
ステージ

応募方法 赤ちゃんの氏名(ふ
りがな)・生年月日・性別・住所
と電話番号を記入し、カラー写
真(裏に赤ちゃんの氏名を記

入)と一緒に広報広聴課「赤ち

• • 
平塚農業商

• •••• • • 

• •• 
• • • 

高平 . 曲面凶d合 実平 ~ -周司・・ 貧平 司，
署特 橿 轟岡弘 沼成 戸 . ， rfTEE成渥•• '.曙司.‘ :511津 田・哩ゐ昆-..1"同
巴年 包a_ ..3IIl 年 陸~ r軍網・V有高. 17I<年 来 b

き F竺 .ihF・4ち、!，.. -~- ‘圃園〒_gi圭か

円と 1竺伝17 守之I'rr... -.園邑易三
日 … ，-/ 白一 |広 干 且圃 白ん
生 '--ノ 生 1..Ai...:.. 111・・・
ま ま 岨圃邑 桐圃 ま

才1 才1 ‘・・・・・ ..... ・"才1
女応募写真(掲載写真は除く)はケーブルテレビ2chrくらしと市役所ウィークリーjで紹介しています(1人1回)

県平原保健

福祉事務干 ・保健センター
. 中里34・17

B道1号 、・ft34・0311

¥ 、検寝間 ・県平塚保健福祉事務所
書日野中入口歪 ・豊原町6-21

平窓駅 ft32・0130

保健センター圃

平
底
商

書宮
野
申

東海道本通り

• 

• • 

• • 

.12月のカレンダー
••• 

歳までのお子さん

O日時 12月16日(木)午前10

時30分-11時30分(予約制)

0会場 ・問い合わせ先 県平

啄保健福祉事務所

-E晋彊E面医軍司・

• 

く寝かせみがき〉

歯磨きは、乳歯が生えてく

ると同時に始めます。

赤ちゃんをひざの上に寝か

せ、口の中がよく見えるよう

にします。歯の数を数えたり

お母さんの指を口の中に入れ

たりして、歯を磨く真似をし

ます。次に、歯ブラシの毛先

を歯に直角に当て細かく震わ

せ、前歯の裂は歯ブラシを縦

にし、よ下に動かします。

赤ちゃんの発育に合わせ、

上手に習慣づけましょう。

少食、野菜嫌

歯の手入れの

。内 容 偏食、

いの話と試食、

話と実習

。会場・問い合わせ先

センター

イ果{鐙

三重義眉男健康診査喜
0対 象 生 後4か月!尼(満 5

か月に芯る前日まで)

。受診方法 直接、指定医療

機 関 へ

謹 歳劫3局児歯時金査喜
O日程 12月14日(火)、21日

(火)、 28日(火)

。時間 午 前9時-10時

。会場・問い合わゼ先 県平

塚保健福祉事務所

三障;邑宅ぬ歯科検診三
O対 象 心身に障害のある 6

7日 10年5月 1日-10日生

14日 10年5月11日-20日生

・21日 10年5月21日-31日生。12月の3歳児

2日 8年10月 1日-10日生

9日 8年10月11日-20日生

. 16日 8年10月21日-31日生

一信号信号栄養相談-
O対象 O歳から就学前まで

のお子さんの保盛者(予約

侍IJ)

。 日時 12月8日(水)、 22日

(水)午後1時30分-3時30分

。会 場 保健センター

子育曇教室です
【わんぱくキ ッズ 教室]

。対象 2歳!尼(予約制〉

。 日時 12月24日(金)午前10

時-11時

• 

。 日時 12月24日(金)、午後

1時 30分 -2時45分
。内容 始め方、作り方、試食

[もぐもぐ離乳食教室】

。対象 生後7-8か月兜

。 日時 12月17日〈金〉、午後

1時30分-3時

。 内容 進め方、調理デモ、

試 食

[カミカミ・ブラッシング灘乳食教室1
0対象 生後10-12か月児

。 日時 12月9日(木)、午前

10時-11時

。内容 進め方、試食、.ブラ

ッシング指導

詳しくは、告家庭にお配りしてあるfけんこうカレンダーJをご覧ください。

三裁幼児健康診査は
く〉受け付け 午後1時-2時
。会場保健センター

【日程と対象1
<>12月の1歳6か 月兜

• 

-1l~月五霞母親父親教室三
O前 期 (妊娠6か月までの方)

. 6日(月)歯の衛生、妊娠中

の過ごし方

. 13日(月)妊娠中・震後の栄盤

。後 期 (妊娠8か月以降の方)

ー 17日(金)お産の進み方と産

後の過ごし方、呼日及法

・20日(月)赤ちゃんのおふろ

0時間 午後1時 30分 -4時

(13日は午前10時30分~午

後を2日寺)

。会場 保健センター

• 

=離李主主食吾教室 ~-Æ三三
お申し込みは、教室の聞か

れる 1週間前までに会場の保

健センターへ。

【とっくん離乳食教室】

。対象生後3-5か月!尼

• 

惨
柿
の
実
を
食
べ
に
現
わ
れ
た

ハ
ク
ビ
シ
ン

(浜
出
敏
雄
さ
ん
搬
影
)

市
街
地
に
も
出
没
す
る
「
易
泣
な
一
動
防

@ 
ハクビシン

• 

ひらつかの自然

•• • • 

ハ
ク
ピ
シ
ン
と
い
う
動
物
の
名
を
聞
い

た
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
外
見
は
タ

ヌ
キ
に
似
た
献
で
、
長
い
尾
を
持
ち
、

府

「
白
鼻
心
」
と
性
く
と
お
り
、
鼻
筋
を
通

蜘
る
内
い
線
が
あ
る
の
が
段
大
の
特
徴
で

崎

す
。
夜
行
性
な
の
で
、
あ
ま
り
U
立
ち
ま

似

せ
ん
が
、
平
塚
市
で
は
市
街
地
に
も
生
息

の

し
て
お
り
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
見
か
け
る

鮪

機
会
の
多
い
動
物
で
す
。

物

上
の
写
兵
は
、
昨
年
の
秋
に
西
八
幡
で

州

接
さ
れ
た
も
の
で
、
胞
の
柿
の
突
を
食

べ
に
き
て
い
た
そ
う
で
す
。
ハ
ク
ピ
シ
ン

は
川市
物
が
大
好
物
で
、
木
目
立
り
も
上
手
な

の
で
、
柿
の
木
は
よ
く
観
察
で
き
る
ポ
イ

ン
ト
の
一
つ
で
す
。
下
の
写
真
は
、
博
物

館
前
の
公
凪
を
横
切
っ
た
も
の
で
、
日
中

に
搬
影
さ
れ
た
珍
し
い
例
で
す
。

ハ
ク
ピ
シ
ン
は
主
に
西
日
本
に
生
息
し

て
い
ま
す
が
、

一冗
々
日
本
に
い
た
と
い
う

説
と
、
外
国
か
ら
人
為
的
に
持
ち
込
ま
れ

た
と
い
う
説
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

P

ナヂ
グ

θρ
メヅ

現
住
で
は
後
者
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
戦

時
中
に
も
皮
を
と
る
た
め
に
台
前
な
ど
か

ら
輸
入
さ
れ
た
も
の
が
厄
に
な
っ
た
と
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
各
地
で
飼
育
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
笑
用
化
に
は
至
ら
ず
、
や
が
て

戦
中
戦
後
の
ど
さ
く
さ
の
中
で
、
捨
て
ら

れ
た
り
逃
げ
出
し
た
り
し
た
も
の
が
野
性

化
の
追
を
歩
ん
だ
よ
う
で
す
。

神
条
川
県
で
は
川
町
阿
部
か
ら
分
布
が
広

が
り
山
し
、
現
在
で
は
相
模
川
を
越
え
て

県
の
東
部
で
も
広
く
み
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。
建
物
の
屋
根
哀
を
ね
ぐ
ら

と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
多
く
、
神
社
や

み
か
ん
畑
の
作
栄
小
屈
な
ど
が
よ
く
利
則

さ
れ
ま
す
。
一

般
の
人
家
に
住
み
刀
く
こ

と
も
あ
る
の
で
、
天
井
裂
を
は
い
川
る
苛

が
す
る
と
か
、
天
井
に
し
み
が
で
き
て
き

た
と
か
の
場
合
に
は
、
ハ
ク
ピ
シ
ン
を
疑

っ
て
み
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ね
ぐ
ら
に
利
用
し
て
い
る
場
所
に
は
ふ

ん
の
山
が
で
き
、
そ
れ
を
分
析
す
る
と
食

性
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
研
究

者
に
は
符
ば
れ
ま
す
。
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平
塚
市
で
は
初
の
試
み
と
な
る
「
ヴ
少
年
説
会
」
が
、

市
議
会
本
会
議
場
で
聞
か
れ
た
。

「
議
旦
と
な
っ
た
の
は
、

小
学
校
五
年
生
か
ら
高
校
一
一一

年
生
ま
で
の
一一一十
一
人
。
広
範
聞
に
及
ん
だ
質
問
は、

押

し
い
経
験
を
告
白
し
た
り
、
現
場
の
生
々
し
い
意
見
を
引

用
し
た
り
し
て
、
説
得
力
も
十
分
。
符
弁
に
匁
っ
た
小川
の

幹
部
も
、
向
ら
の
「
哲
学
」
を
披
露
す
る
な
ど
、
特
段
の

教
窓
や
議
場
と
は
逃
っ
た
鉱
閉
気
の

「議
会
」
と
な
っ
た
。

中
で
も
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
環
境
問
題
に
閲
す
る
質

問
の

一
節
。「
大
人
は
環
境
を
破
壊
す
る
も
の
の
使
利
さ

に
負
け
て
い
て
事
実
を
認
め
よ
う
と
し
な
い
:
:
:
」。

解

決
に
は
、
大
人
の
な
織
を
改
め
る
よ
り
、
子
ど
も
の
窓
識

を
育
て
る
万
が
有
効
だ
と
い
う
提
日
だ
。

私
た
ち
は
、
難
問
に
ほ
耐
す
る
と

「開
都
市
中
を
受
け
る
の

は
今
、
負
担
は
先
送
り
」
と
判
断
し
が
ち
だ
。
で
も、

そ

れ
を
次
の
世
代
が
正
し
い
と
考
え
る
と
は
限
ら
な
い
。

質
問
は
「
ツ
ケ
ば
か
り
凶
さ
な
い
で
よ
ね
」
と
い
、ヱ
木

来
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
よ
う
に
も
思
え
た
。

羊
塚
写
真
ス
ケ
ッ
チ


